
令和元年 6月発行 第94号1

高砂市老人クラブ連合会定期総会が５月 14 日、高砂市文化保健センター

にて登高砂市長をはじめ、多くのご来賓をお招きして開催しました。

今回一部役員改選が行われ、新風を吹き込む６名の新役員とともに、高砂

市老連は心を寄せ合い、市老連の文化を育てようと力を合わせていきます。

（詳細は２〜３ページ）

令和元年度（平成31年度）　高砂市老人クラブ連合会総会

令和の幕開け
　　心を寄せ合い結束を

退任感謝状を受賞する光田前副会長
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時
代
に
あ
っ
た
改
革
を

女
性
の

　

積
極
的
参
加
を

新
元
号
ス
タ
ー
ト
と
共
に

　
　

新
陣
容
で
の
活
動
始
ま
る

副会長
長谷川　浩三

副会長
玉野　滋子

広
報
部
長
　
岡
谷
　
吉
則

平成 31 年度・令和元年度 市老連役員（敬称略）

役　職 所属クラブ名 氏　名

会　長 中部第１老人クラブ 増田　賢藏

顧　問 修老会 伊藤　　隆

副会長

西畑第 1 老人会 植原　隆義

高南会 長谷川浩三

藍屋町永楽会 玉野　滋子

常任理事

南扇会 吉川　　凌

シニア春日野 莊所　俊二

第一長生会 濱本　洋一

島老人クラブ第 2 岡谷　吉則

牛谷東虹の会 脇川　直一

米田第 3 老人クラブ 藤井加代子

わかば会 中筋　光代

常任理事
会　計 古沼老人クラブ 渡海　克郎

シルバーカード
推進事業 松尾会 橘   　隆義

監　事
中島第 1 老人クラブ 笠松　好育

第二長生会 山本　義已

爽
や
か
な
薫
風
が
吹
き
抜
け

る
新
緑
の
季
節
の
中
、
時
代
は

新
し
い
年
号
「
令
和
」
と
な
り

ま
し
た
。

明
治
時
代
の
人
は
西
洋
文
明

を
経
験
し
、
大
正
時
代
の
人
は

知
恵
を
絞
り
、
昭
和
時
代
の
人

大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
不
安
と
、
緊
張
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

市
老
連
31
年
度
事
業
計
画
で

「
高
齢
者
の
元
気
は
地
域
の
元

気
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
重

点
目
標
と
し
て
「
女
性
部
・
若

手
部
の
力
を
結
集
し
組
織
の
結

集
化
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

元
号
が
改
ま
っ
た
令
和
元
年
５

月
14
日
、
令
和
元
年
度
高
砂
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
、
登
高

砂
市
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
を
お
招
き
し
て
高
砂
市

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の

役
員
改
選
に
と
も
な
い
、
高
砂
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役
員
も
改

選
と
な
り
、
新
陣
容
で
臨
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
例
年
通
り
前
年
度
の
事

業
報
告
、
会
計
報
告
と
新
年
度
の

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
審
議
、

承
認
さ
れ
、
今
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

な
お
、
昨
今
の
高
齢
者
に
よ
る

自
動
車
事
故
の
多
発
に
鑑
み
、
種
々

の
行
事
へ
の
参
加
は
で
き
る
だ
け

自
家
用
車
の
使
用
は
避
け
、
公
共

は
努
力
し
、
平
成
時
代
の
人
は

発
想
を
伸
ば
し
た
時
代
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
令
和
も
平
和
な
時

代
が
続
く
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、

Ａ
Ｉ
が
進
展
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

人
と
入
れ
替
わ
る
「
委
換
」
の

時
代
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
老
人
会
も
こ

の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
微
力

で
す
が
、
市
老
連
発
展
の
た
め

精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

21
世
紀
は
女
性
の
時
代
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

過
半
数
を
占
め
る
女
性
会
員
。

女
性
の
声
を
反
映
し
た
活
動
を

心
が
け
、
男
女
共
同
参
画
を
活

動
に
生
か
し
、
女
性
も
企
画
の

段
階
か
ら
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、

多
く
の
方
の
意
見
を
謙
虚
に
受

け
止
め
、
公
平
公
正
に
物
事
を

決
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
判

断
力
が
要
求
さ
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
自
分
自
身
の
研
鑽

に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
副
会
長
あ
い
さ
つ

交
通
機
関
を
利
用
し
、
必
要
な
費

用
の
支
給
を
明
確
に
定
め
た
旅
費

規
程
の
改
定
内
容
を
説
明
し
、
会

員
の
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
活
動
テ
ー
マ
「
高
齢
者
の

元
気
は
地
域
の
元
気
」
を
今
年
度

も
引
き
継
ぎ
、
新
陣
容
で
運
営
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退任者感謝状受賞者（敬称略）

旧職名 氏　名 地 区 単位クラブ名

副会長 光田　剛啓 曽　根 松東会

理　事

加東　久子 米　田 塩市老人クラブ第2

蒲田　泰隆 米　田 神爪老人クラブ宝生会第2

林　　武男 阿弥陀 福寿会

植原　敏行 阿弥陀 むくの会

二木　賢治 阿弥陀 和楽会

副会長 本城　清美 北　浜 なかよし明友会２
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事 
業 
計 

画

令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）

総
会
資
料

令
和
元
年
度(
平
成
31
年
度)

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
行

う
事
業
に
つ
い
て
。

１
．
令
和
元
年
度
（
平
成
31
年

度
）
高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
事
業
に
、
左
記
の
こ
と
が
ら
を

重
要
課
題
に
取
り
上
げ
施
策
と
し

ま
す
。 

社
会
に
開
か
れ
、
信
頼

さ
れ
、
地
域
に
根
付
い
た
老
人
ク

ラ
ブ
と
し
て
地
域
の
高
齢
者
の
健

康
寿
命
を
の
ば
す
健
康
づ
く
り

や
、
介
護
予
防
な
ど
継
続
的
な
活

動
、
協
力
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

“
高
齢
者
の
元
気
は

　
　
　
　
　
地
域
の
元
気
”

「
根
付
い
た
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ
」

【
基
本
理
念
】

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り 

心
ふ

れ
あ
う
ぬ
く
も
り
の
仲
間
づ
く
り

【
重
点
目
標
】

女
性
部
・
若
手
部
の
力
を
結
集

し
組
織
の
結
集
化
を

　
　少

子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
が

進
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
い
れ
、

そ
の
時
代
に
合
っ
た
組
織
の
改
革
、

目
標
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
女
性
・

若
手
会
員
の
活
躍
な
く
し
て
将
来

の
展
望
は
望
め
な
い
。
環
境
、
場

づ
く
り
を
図
る
事
も
大
事
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
登

場
が
待
ち
望
ま
れ
る
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
に
皆

の
力
を
結
集
し
よ
う

加
盟
店
舗
の
さ
ら
な
る
増
加

と
そ
の
た
め
の
盤
石
の
体
制

づ
く
り
を

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
を
、
よ

り
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
「
み

ん
な
の
力
」
を
結
集
さ
せ
よ
う
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
の
推
進

に
は
、
女
性
部
・
若
手
部
を
中
心

に
部
員
を
配
置
、
横
断
的
な
活
動

の
展
開
を
図
る
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー

ド
会
員
増
加
運
動
に
よ
る
組
織
拡

大
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

【
重
要
課
題
】

解
散
・
休
止
単
位
ク
ラ
ブ
の
復

活
を
め
ざ
す

単
位
ク
ラ
ブ
の
復
活
な
く
し
て

会
員
増
強
は
望
め
な
い
。
原
因
を

把
握
し
、
復
活
に
向
け
て
の
施
策

づ
く
り
。
今
期
最
低
1
ク
ラ
ブ
の

復
活
を
め
ざ
す
。
会
員
増
強
運
動

は
引
き
続
き
実
施
し
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
社
会
貢
献
度
を
伝
え
、
仲
間

を
増
や
す
。

２
．
高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

⑴
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

の
連
携
・
調
整

⑵
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

行
う
共
同
活
動
の
推
進

⑶
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活

動
の
支
援

⑷
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
・
研
修

⑸
地
域
の
諸
団
体
と
の
協
力
体
制

に
よ
る
地
域
防
災
計
画
に
貢
献

⑹
行
政
・
諸
団
体
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
関
係
を
密
に

し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
及

び
認
知
度
の
向
上
を
推
進

⑺
そ
の
他

３
．
年
間
行
事
の
月
例
の
主
な
行

事
【
目
　
的
】

⑴
健
康
保
持
に
努
め
、
そ
の
た
め

必
要
な
事
業
を
行
う
。（
健
康
）

⑵
全
会
員
の
親
睦
を
旨
と
し
て
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行

う
。（
親
睦
）

⑶
教
養
を
高
め
、
時
代
に
遅
れ
ぬ

よ
う
必
要
な
事
業
を
実
施
し
、

関
係
諸
団
体
事
業
に
参
加
・
協

力
す
る
。（
教
養
）

⑷
社
会
奉
仕
、
友
愛
訪
問
な
ら
び

に
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
・
協

力
す
る
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

月

事 

業 

内 

容

４
月

春
季
合
同
歩
こ
う
会

５
月

定
期
総
会
、
シ
ル
バ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
講
習
会

６
月

市
老
連
広
報
紙
「
た
か
さ

ご
老
連
」
発
行

７
月

わ
な
げ
大
会
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
ド
加
盟
店
増
強
月
間

８
月

幹
部
研
修
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
人
権
推
進
強
調

月
間

９
月

社
会
奉
仕
の
日
実
施
、
高

齢
者
の
集
い
、
高
齢
者
交

通
安
全
講
演
会
、
松
陽
学

園
運
動
会
参
加

10
月

市
老
連
広
報
紙
「
た
か
さ
ご
老

連
」
発
行
、
秋
季
親
睦
旅
行
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、

介
護
予
防
推
進
事
業
、
シ
ル

バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会
、
県

老
連
広
報
紙
「
き
ず
な
」
発
行

11
月

宍
粟
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
波
賀
支
部
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
交
流
研
修
会
、

社
協
フ
ェ
ア
・
松
陽
学
園

文
化
祭
・
高
砂
市
明
る
い

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
市

民
大
会
参
加

12
月

地
域
美
化
に
貢
献
、
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

１
月

理
事
合
同
新
年
会
、
初
詣

旅
行
、
市
老
連
広
報
紙
「
た

か
さ
ご
老
連
」
発
行

２
月

三
者
合
同
体
験
研
究
発
表
会

３
月

親
睦
芸
能
発
表
会
、
県
老
連

広
報
紙
「
き
ず
な
」
発
行

４ 

月

  

～
３ 

月

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
会
員
増

強
・
加
盟
店
登
録
推
進
事

業
展
開

６ 

月
  

～
1 
月

孫
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
、
高
齢
者
相
互
支

援
活
動
（
友
愛
訪
問
）・
被

災
地
支
援

1 

月

  

～
3 

月

加
入
促
進
強
化
月
間

◎
東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

を
深
め
、
県
老
連
の
委
託
事
業
を
行
う
。

◎
関
係
機
関
（
市
・
社
協
等
）
の
実
施
す
る

事
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

退任感謝状を受賞する本城前副会長
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春
季
合
同
歩
こ
う
会

　

４
月
11
日
、
市
老
連
主
催
の
春

季
合
同
歩
こ
う
会
を
曽
根
地
区
当

番
で
開
催
。
松
陽
学
園
跡
地
に
集

健
康
部
長
　
植
原
　
隆
義

前
広
報
部
長
　
阿
部
　
巌

桜
満
開
の
松
村
川
に３３

０
人
集
う

合
し
、
ド
ッ
ト
コ
ム
交
流
セ
ン

タ
ー
前
か
ら
曽
根
・
東
の
町
を
抜

け
て
松
村
川
沿
い
を
歩
き
出
発
点

に
戻
る
３
・
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に

約
３
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

曽
根
地
区
・
柳
川
健
康
部
理
事

よ
り
コ
ー
ス
案
内
が
あ
り
、
そ
の

後
、
植
原
健
康
部
長
が
松
村
川
の

由
来
を
説
明
。「
昭
和
43
年
２
月

に
伊
保
町
中
筋
・
明
神
橋
の
道
路

脇
で
、
当
時
の
中
須
市
長
が
記
念

植
樹
の
苗
木
を
植
え
、
伊
保
町
か

ら
阿
弥
陀
町
ま
で
南
北
３
・
４
キ

ロ
の
道
路
の
開
通
を
機
に
、
桜
と

夾
竹
桃
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
本
が
植

栽
さ
れ
、
県
下
一
の
長
い
観
光
桜

並
木
が
完
成
。
以
来
、
風
雪
に
耐

え
今
年
で
53
年
、
今
も
多
く
の
市

民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
」。

　

出
発
前
の
準
備
を
済
ま
せ
、
曽

根
地
区
を
先
頭
に
順
次
出
発
。
心

配
し
て
い
た
天
候
も
最
高
の
花
見

日
和
と
な
り
、
松
村
川
の
桜
も
満

開
で
絶
好
調
。
風
が
吹
く
と
花
び

ら
が
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
舞
い
、
風

流
な
景
色
を
写
真
に
お
さ
め
る
人

な
ど
。
ま
た
、
交
通
整
理
で
脇
役

の
汗
だ
く
の
役
員
さ
ん
の
お
陰
で

無
事
、
事
故
も
無
く
元
気
に
全
員

出
発
点
に
戻
り
、
楽
し
い
歩
こ
う

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
役
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

◇
次
回
の
歩
こ
う
会
は
、
米
田
地

区
が
担
当
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

毎
年
、
年
度
末
近
く
に
行
わ

れ
る
高
砂
市
老
連
・
松
陽
学
園
・

い
な
み
野
学
園
の
３
団
体
に
よ

る
「
体
験
・
研
究
発
表
会
」
が
、

早
春
の
２
月
４
日
、
文
化
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
て
43
回
と
も
な
る

と
発
表
者
の
方
も
洗
練
さ
れ
た

話
し
ぶ
り
と
、
周
到
な
準
備
資

料
等
を
使
っ
て
、
飽
き
さ
せ
な

第
43
回 

三
者
合
同
体
験
研
究
発
表
会

地
元
の
歴
史
な
ど

研
究
成
果
を
発
表

い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

発
表
内
容
も
、
市
老
連
（
高

砂
）
の
三
宅
稔
氏
は
、江
戸
時
代
、

北
前
船
や
弁
才
船
で
大
い
に
活

用
さ
れ
た
松
右
衛
門
帆
の
開
発

者
で
あ
る
工
楽
松
右
衛
門
の
人

物
像
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
を

発
表
し
、
第
５
発
表
者
、
い
な

み
野
学
園
の
藤
原
機
氏
は
、
松

右
衛
門
帆
の
性
能
や
特
徴
な
ど

を
、
写
真
や
図
面
等
を
使
っ
て

説
明
。
偶
然
、
両
氏
と
も
高
砂

の
先
人
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、「
平
成
30
年
秋
の
褒
章

伝
達
式
に
出
席
し
て
」、
市
老
連

（
荒
井
）
国
分
光
雄
氏
も
そ
れ
ぞ

れ
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
し
た
。

第
２
幕
の
音
楽
で
は
、
加
古

川
市
出
身
高
砂
市
育
ち
の
そ
え

ん
じ
さ
ん
の
歌
と
ト
ー
ク
に
笑

い
あ
り
、
手
拍
子
あ
り
、
合
唱

あ
り
と
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
会
合
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
老
人
大
学
と
の

絆
を
深
め
る
一
環
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

三宅氏

国分氏
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届きましたか！『シルバーカード加盟店一覧』

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
加

盟
店
の
目
印
で
す

地区名 加盟店名称・屋号 業種名 所在地 電話番号
高　 砂 小南酒店 酒店 高砂町次郎助町1623 442-0071

高　 砂
高砂パンケーキ茶屋
パンドウィッチ

喫茶店 高砂町浜田町2-1-1 442-2197

高　 砂 高砂美山珈琲 しがらきや店 飲食 高砂町鍛冶屋町1406 443-6980

荒　 井 わらじ家 お食事処・居酒屋 荒井町扇町20-11 442-6980

荒　 井 荒井タクシー㈲ 旅客運送業 荒井町扇町18-20 442-4007

荒　 井 ㈲神鋼タクシー 旅客運送業 荒井町扇町18-2-20 443-1321
荒　 井 やきとり大吉 荒井店 やきとり 荒井町扇町14-4 442-1131

荒　 井 洋食ぱるgln串 飲食店 荒井町扇町13-23 444-0070

荒　 井 ココ カラオケ喫茶 荒井町扇町13-15 442-1022

荒　 井 和創作典 飲食店 荒井町扇町13-15-2F 490-4710

荒　 井 じゅうべえ お好み焼き・鉄板焼き 荒井町扇町15-9 442-0583
荒　 井 天山閣飲茶家 中華惣菜 緑丘2-1-40

アスパ高砂店1F

442-2567
荒　 井 ホリーズカフェ 喫茶店 445-4333
荒　 井 ハニーズ 婦人服 490-2811

荒　 井 サロン・ドゥ・サオリ 婦人服
緑丘2-1-40
アスパ高砂店2F

443-2877

曽　 根 児玉久美菓子製作 飲食 曽根町2464-4 447-4144

米　 田 ごんママのキムチ 韓国食品 米田町米田399-2 432-1678

米　 田
搾りたてコーヒーハウス 
Reposer

喫茶 美保里8-7 455-9028

阿弥陀 香
こうぼう

房たかさご 食
しょくさいえん

彩 縁
薫製商品・観光・物
産品販売ほか

阿弥陀町長尾199-
1

455-9398

地区名 加盟店名称・屋号 訂正箇所 訂正前 訂正後

荒　 井 さかな屋しんちゃん（鮮魚）加盟店名 さかな屋しんちゃん（鮮魚）
さかなや

しんちゃん

業種名 鮮魚店
鮮魚店・寿
司・塩干

　シルバーカード推進事
業部ではこのたび、従前
の加盟店名簿を一新し、
第３次・改訂版が完成し
たので、会員のみなさん
にお届けする運びとなり
ました。この名簿は、平
成 24 年４月１日、制度
開始時に続き平成 26 年
に第１次、28 年に第２次
と、それぞれ２年ごとに
改訂して以来、今回第３
次・改訂版となりました。

　今回の改訂にあたり、
全市一斉に加盟店の実態
を精査した結果、残念な
がら前回と比較して事業
所の閉鎖などによる減少
が多く見られ、わずかの
増加に終始しました。今
後、会員全員の一層の奮
起を期待して頑張る決意
でございます。みなさん
のご協力をよろしくお願
いいたします。

　私は先日、スーパーに
お買い物に行きました。
そして帰宅したら、お財
布の入ったハンドバッグ
をなくしていることに気
がつきました。家の中を
探していた最中に、クラ
ブの役員さんからスー
パーの人が見つけて預
かってくれているので、
受け取りに行くように言

われました。よかったと
思って話を聞いたら、お
財布の中に入っていたシ
ルバーカードから、私の
ものだと連絡をくれたと
のことでした。シルバー
カードのおかげで見つ
かって良かったです。ど
なたにお礼を言ったらよ
いのですか。ありがとう
ございました。

シルバーカード加盟店 令和元年５月で
加盟店数523店舗

新規追加店舗

記載事項の一部を変更する分

会員さまの声
〜シルバーカードさん、ありがとう〜

シルバーカード推進事業部より

加盟店数・登録会員数
地区名 加盟店数 登録会員数
１．高砂 111 315
２．荒井 105 270
３．伊保 46 625
４．中筋 17 140
５．曽根 40 382
６．米田 84 605
７．阿弥陀 68 777
８．北浜 11 129
９．市外 41 ※
合計 523 3243
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　

２
種
目
に
挑
戦
！

２
月
21
日
、
播
磨
町
健
康
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
３
階
大
ホ
ー

ル
で
、
東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
若
手

委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
高

砂
市
か
ら
10
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
研
修
内
容
は
骨
粗
し
ょ
う

症
に
つ
い
て
。
兵
庫
県
立
加
古

川
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
の
原
田

俊
彦
先
生
を
お
招
き
し
、
骨
粗

２
月
15
日
、
明
石
市
立
勤
労

福
祉
会
館
体
育
室
に
て
東
播
磨

ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部
研
修
会
が

行
わ
れ
、
高
砂
市
よ
り
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
西
尾
和
久
氏
を
お
招

き
し
、「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
心

も
身
体
も
笑
顔
に
な
る 

ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
と
実
体
験
」

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」「
ト

リ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
」
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
公
式
ワ
ナ
ゲ
…
今
ま
で
私

た
ち
が
し
て
い
た
ワ
ナ
ゲ
と
違

い
、
投
げ
方
は
同
じ
で
も
投

げ
る
位
置
や
点
数
の
数
え
方
が

違
っ
て
い
ま
し
た
（
台
よ
り
２

ｍ
後
ろ
か
ら
投
げ
る
、
合
計
得

点
が
全
部
入
っ
た
ら
３
０
０

点
）。
通
常
の
ワ
ナ
ゲ
よ
り
お

も
し
ろ
く
、
頭
の
体
操
に
も
な

り
、
競
う
こ
と
よ
り
も
楽
し
む

こ
と
を
主
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で

し
た
。
各
地
区
で
も
一
度
体
験

し
て
み
て
は
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。◆

ト
リ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
…
サ

イ
コ
ロ
の
出
目
や
得
点
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
得
点
が
変
化
す
る
、

最
後
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
全
く
初
め

て
の
ゲ
ー
ム
で
、
少
し
と
ま
ど

い
な
が
ら
も
全
員
で
楽
し
く
学

び
ま
し
た
。
足
の
悪
い
人
で
も

で
き
る
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
今
後

普
及
す
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
す
。
器
具
の
持
ち
運
び
も
簡

単
な
の
で
一
度
試
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

研
修
時
間
た
っ
ぷ
り
使
っ
て

説
明
も
し
っ
か
り
聞
き
、
と
て

も
良
い
研
修
を
受
け
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
研
修
会

し
ょ
う
症
に
よ
る
「
い
つ
の
間

に
か
骨
折
」
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
骨
の
役
目
（
体

を
支
え
る
・
内
臓
器
を
守
る
・

血
液
を
つ
く
る
）
や
、
女
性
は

男
性
の
３
倍
骨
粗
し
ょ
う
症
に

な
る
確
立
が
高
い
こ
と
、
ま
た

「
背
が
縮
ん
だ
」「
腰
が
曲
が
っ

て
き
た
」「
腰
が
痛
い
」
な
ど

の
症
状
が
あ
る
人
は
い
つ
の
間

に
か
骨
折
の
疑
い
が
あ
る
、
な

ど
と
お
話
が
あ
り
、
骨
づ
く
り

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

と
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
、

骨
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た

研
修
会
で
し
た
。
今
後
、
健
康

寿
命
を
少
し
で
も
延
ば
し
て
、

健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

東播磨ブロック若手委員研修会

あなたは大丈夫？ 
　いつの間にか骨折

高砂市ＧＧ協会創立 10 周年記念
第８回 高砂市民グラウンド・ゴルフ大会

参加者募集のお知らせ

連絡先
高砂市グラウンド・ゴルフ協会

TEL・FAX　079-443-1916
〒676-0018
高砂市若宮町3-13　林　弘志

主　催：高砂市グラウンド・ゴルフ協会

後　援：高砂市老人クラブ連合会　他

日　時：令和元年 10 月 22 日（火）

　　　　受付８時 30 分　開会式９時 00 分

　　　　〈雨天の場合　10 月 29 日（火）〉

場　所：総合運動公園内　陸上競技場

対　象：60 歳以上の高砂市民

定　員：300 人

参加費：1,000 円 受付にて、参加費と個人カード

を引き換える。（ボールペン持参のこと）

締　切：令和元年９月 17 日（火）

申込み方法：住所、氏名、年齢、電話番号を記入の

上、下記に連絡してください。
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秘
訣 

笑
顔
で
送
ろ
う
、
い
き
い

き
健
康
生
活
」
と
題
し
た
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栗
木
先
生
は
「
人
と
出
会
う

こ
と
は
表
情
筋

を
使
う
こ
と
に

な
り
、
自
主
性

を
持
っ
て
動
く

と
脳
ト
レ
に
な
る
」
と
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
で
き
る
身

近
な
健
康
法
を
詳
し
く
説
明
さ

れ
、
な
る
ほ
ど
と
共
感
で
き
る

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ

聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
内

容
で
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
研

修
会
で
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
第
２
部
で

は
、
健
康
体
操
実
体
験
と
し
て
、

健
康
運
動
指
導
士
の
前
島
純
子

先
生
か
ら
骨こ
つ

コ
ツ
筋
ト
レ
体
操

を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

毎
日
少
し
の
時

間
、
自
分
に
で

き
る
運
動
を
し
て
健
康
寿
命
を

延
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

第
１
部
、
２
部
と
も
と
て
も

良
い
研
修
に
参
加
で
き
、
改
め

て
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

積
極
的
に
出
席
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

明けても暮れても会員

増強への取り組みです。

町老連会長職は組織の団体とい

うことで多忙を極めていま

す。あらゆる会合に名を連

ね、さらに役職が与えられ

ます。誰も会長になる人が

いません。会長になる人が

いなくなると、次になる人

がいません。役員になるの

なら老人クラブをやめると

言って、クラブが解散して

いきます。

２年前、高砂町も市老連

脱退という危機がありまし

た。それを察した当時の会

長、現伊藤顧問が旧知であ

る植原隆義氏に高砂町老人

クラブを託されたと聞いて

います。誰かが後継者を説

得できなければ、老人クラ

ブは解散です。まず高砂コ

ミュニティの役員

会で、老人会の復

活立ち上げを依頼

しました。

自治会長総会（45 自治会）

にも、西畑コミュニティ総

会でも同様の依頼をし、個

別に自治会長三役に説明を

しました。復活立ち上げに

は い た り ま せ ん で し た が、

ク チ コ ミ で「 グ ラ ウ ン ド・

ゴルフがしたい」「シルバー

カードが欲しい」等で十数

名が加入してくれました。

今年も神戸新聞高砂版２

月号で、明るく元気な老後

をモットーに会員募集を行

いました（別紙）。継続は「力」

なりと、これからも楽しく

活動することで、若い人の

参加を期待しています。

３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
市

老
連
親
睦
芸
能
発
表
会
に
今
回

で
３
回
目
の
出
演
を
い
た
し
ま

し
た
。

季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
！ 

と
考
え
、
お
り
し
も
練
習
中
の

曲
で
今
も
度
々
流
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲

く
」
と
「
瀬
戸
の
花
嫁
」
を
合
唱

し
ま
し
た
。「
花
は
咲
く
」
は
メ

ン
バ
ー
の
一
人
か
ら
「
ぜ
ひ
と
も

歌
い
た
い
」
と
の
希
望
で
取
り
組

ん
だ
曲
で
し
た
が
、
半
年
前
に

突
如
他
界
さ
れ
、
そ
の
方
の
追
悼

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
合
唱
団
も
発
足
し
て
か

牛谷東虹の会　岸本　重弘　

会員募集やクラブ活動を掲載

高砂

北浜

若
手
部
長
　
藤
井
加
代
子

平
成
30
年
度 

東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
研
修
会
」

笑
い
の
絶
え
な
い
研
修
で
健
康
法
学
ぶ

東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
成
30

年
度
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
研
修
会
」
が
１
月
30
日
、
明

石
市
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
、
高
砂
市
か
ら
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

研
修
は
第
１
部
・
２
部
に
分

か
れ
て
行
わ

れ
、
第
１
部

で
は
栗
木

剛
先
生
を
講

師
に
お
迎
え

し
、「
高
齢

者
の
健
康
維

持
、
増
進
の

ら
も
う
６
年
に
な
り
ま

す
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー

の
最
高
齢
者
が
82
歳
、

途
中
で
リ
タ
イ
ア
さ
れ

ま
し
た
が
、
６
年
を
経

る
と
皆
さ
ん
そ
れ
な
り
の
年
齢

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
着

実
に
コ
ー
ラ
ス
ら
し
く
歌
え
る

よ
う
に
上
達
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
、「
好
き
な
カ

ラ
オ
ケ
の
歌
唱
力
も
ア
ッ
プ
し
て

き
た
」
と
の
声
も
聞
き
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
芸
能
発
表
会
の

出
演
の
大
半
を
占
め
る
皆
さ
ん

の
カ
ラ
オ
ケ
は
上
手
な
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

思いを一つに
つくりあげる喜びを

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
歌

は
足
の
先
か
ら
頭
の
て
っ

ぺ
ん
（
脳
）
ま
で
フ
ル
に
働
か
せ

る
全
身
運
動
な
の
で
、
健
康
づ

く
り
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。
ま

た
、
コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
全
員
で

一
つ
の
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
る
価

値
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
コ
ー

ラ
ス
へ
の
思
い
も
様
々
で
し
ょ
う

が
、
楽
し
み
の
一
つ
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
続
け
て
い
た
だ
け
た

ら
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

高
砂
町
老
連
　
　
広
報
部
　
中
原
　
正
史

楽
し
い
活
動
で

　
　
　

若
い
会
員
増
に
期
待



「たかさご老連」は、地域のスポンサー各位の協力により発行されています

　
本
紙
の
発
行
に
際
し
、
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ

ン
サ
ー
各
位
に
対
し
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
緑
の
映
え
る
さ
わ
や
か
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
高
砂
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
広
報
紙「
た

か
さ
ご
老
連
」
第
94
号
を
お
く

り
ま
す
。
元
号
「
令
和
」
元
年

の
第
１
号
紙
と
記
念
す
べ
き
広

報
紙
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
広
報
紙
の
編
集
部
員
も

役
員
改
選
に
伴
い
一
部
交
代
し

ま
し
た
が
、
例
年
通
り
皆
様
の

お
役
に
た
つ
情
報
を
提
供
す
る

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
楽

し
い
ペ
ー
ジ
作
り
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
皆

様
の
ご
投
稿
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

広
報
部
一
同

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
数
３
，３
０
４
人

　

63
ク
ラ
ブ

�

（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
方
へ

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編
集
後
記

第
23
回
親
睦
芸
能
発
表
会
を
３

月
７
日
、
高
砂
市
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

賛
助
出
演
の
松
陽
学
園
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
エ
イ
サ
ー
踊
り
」
に

は
じ
ま
り
、
出
演
者
40
組
が
発
表

会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
歌
謡
曲

を
歌
っ
た
方
が
80
％
で
、
例
年
通

り
で
し
た
。

今
回
は
増
田
会
長
ご
夫
婦
に
よ

る
詩
吟
や
、
20
人
に
よ
る
盆
踊

り
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
、
民
舞
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
、
４
０
０
名
を
超
え
る

観
客
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
歌
謡
曲
は
一
人
４
分
２
番
ま

で
と
制
約
が
あ
り
、
最
後
ま
で
聞

け
ず
残
念
で
す
。
会
場
の
都
合
が

あ
る
の
で
止
む
を
得
ま
せ
ん
。

最
後
に
全
員
で
唱
歌
「
故
郷
」

を
合
唱
し
、
第
23
回
親
睦
芸
能
発

表
会
を
締
め
く
く
り
、
発
表
会
の

目
的
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
次
回
に
は
さ
ら
に
演

芸
種
目
が
増
え
た
親
睦
芸
能
発
表

会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

第23回 親睦芸能発表会

熱
演
に
沸
き
親
睦
深
め
る

前
文
化
交
流
部
長
　
玉
垣
　
尚
之


